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第
五
節
日
本
赤
十
字
社
長
崎
県
委
員
部
の
設
立
　
赤
十
字
社
は
一
八
五
七
年
、
フ
ラ
ン
ス
が
イ
タ
リ
ー
を
援
助
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
戦
っ
た
際
、
ソ
ル
フ
ェ
リ
ノ
の
戦
場
に
お
い
て
ス
イ
ス
人
デ
ュ
ナ
ン
が
戦
場
の
負
傷
兵
を
み
て
『
ソ
ル
フ
ェ
リ
ノ
の
記
念
』
を
著
わ
し
、
私
設
団
体
を
平
時
よ
り
組
織
し
、
救
護
員
を
訓
練
し
て
、
戦
時
傷
病
兵
を
救
護
す
べ
き
要
を
説
い
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
著
に
よ
っ
て
一
八
六
三
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
有
志
者
が
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
集
ま
り
、
赤
十
字
規
約
十
ケ
条
を
決
議
し
た
。
翌
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
十
六
ケ
国
の
政
府
代
表
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
会
合
し
、
ス
ィ
ス
他
十
一
ケ
国
の
間
に
赤
十
字
条
約
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
赤
十
字
国
際
委
員
も
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
わ
が
国
で
は
明
治
十
年
二
月
に
起
っ
た
西
南
役
に
佐
野
常
民
と
大
給
恒
が
博
愛
社
を
起
し
た
が
、
こ
の
博
愛
社
は
前
記
赤
十
字
社
と
略
同
様
の
主
旨
を
持
つ
団
体
で
あ
っ
た
。
佐
野
常
民
は
医
員
及
び
看
護
人
を
選
ん
で
熊
本
、
長
崎
の
各
軍
団
病
院
に
派
遣
し
、
大
　
　
　
第
六
章
　
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
給
恒
は
博
愛
社
の
支
社
を
熊
本
、
鹿
児
島
、
大
阪
に
設
け
る
と
同
時
に
、
長
崎
に
も
支
部
を
置
い
た
。
そ
の
後
、
皇
室
の
保
護
を
受
け
た
博
愛
社
は
明
治
二
十
年
五
月
十
九
日
に
至
り
、
日
本
赤
十
字
社
と
改
称
し
、
社
則
を
改
め
た
。
明
治
二
十
一
年
以
後
の
本
社
総
会
に
は
、
皇
后
陛
下
の
行
啓
が
あ
り
、
杜
業
御
奨
励
の
令
旨
を
賜
わ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
明
治
十
七
年
十
二
月
に
博
愛
社
は
、
オ
ラ
ン
ダ
赤
十
字
委
員
ポ
ン
ペ
の
門
人
橋
本
綱
常
等
の
調
査
に
基
い
て
赤
十
字
条
約
加
盟
を
政
府
に
建
議
し
て
い
た
が
、
政
府
は
翌
々
十
九
年
十
一
月
十
六
日
に
至
り
、
万
国
赤
十
字
条
約
に
加
盟
し
た
。
二
十
年
に
入
っ
て
、
社
業
を
拡
大
し
た
日
本
赤
十
字
社
は
地
方
支
部
規
則
を
創
定
し
た
。
そ
し
て
地
方
で
は
地
方
支
部
叉
は
委
員
を
設
け
、
地
方
長
官
に
支
部
長
若
し
く
は
委
員
長
を
嘱
託
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
行
政
区
劃
に
従
っ
て
社
業
の
拡
大
を
計
る
の
が
最
も
速
や
か
に
赤
十
字
の
主
旨
を
全
国
に
普
及
せ
し
め
得
る
と
考
え
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
明
治
二
十
一
年
二
月
十
日
、
上
一537一
　
　
　
第
五
節
　
　
日
本
赤
十
字
社
長
崎
県
委
員
部
の
設
立
京
中
の
各
府
県
長
官
は
日
本
赤
十
字
社
に
招
待
さ
れ
、
同
社
総
裁
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
よ
り
社
務
の
協
議
を
受
け
た
の
で
、
そ
の
旨
を
体
し
た
各
府
県
長
官
は
帰
任
後
、
そ
れ
ぞ
れ
任
地
に
お
い
て
支
部
を
設
立
し
よ
う
と
し
た
。
長
崎
で
は
、
同
月
二
十
四
日
、
長
崎
県
委
員
部
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
二
十
七
年
六
月
八
日
に
支
部
と
な
っ
た
が
、
次
に
そ
の
沿
革
略
を
見
よ
う
。
　
明
治
二
十
七
年
六
月
八
日
、
長
崎
県
委
員
部
は
、
次
第
に
増
加
す
る
博
愛
社
入
社
数
が
既
に
麦
部
設
立
の
定
数
を
超
過
し
て
い
た
の
で
、
委
員
長
大
森
鍾
一
長
崎
県
知
事
は
本
社
に
申
請
し
、
県
知
事
を
支
部
長
に
嘱
託
す
る
こ
と
と
し
、
麦
部
設
立
が
確
定
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
同
月
十
二
日
、
本
社
で
は
長
崎
支
部
設
立
を
長
崎
に
達
し
、
同
日
、
長
崎
県
庁
内
に
長
崎
支
部
を
置
き
、
大
森
鍾
一
を
支
部
長
に
、
水
上
浩
躬
を
副
長
に
撰
挙
嘱
託
し
た
。
長
崎
支
部
は
、
更
に
速
成
看
護
養
生
を
募
集
し
て
発
展
し
た
が
、
一
方
「
通
俗
教
育
乃
枝
折
　
下
巻
」
の
日
本
赤
十
字
社
の
条
に
よ
れ
ば
、
「
我
が
長
崎
県
に
於
て
は
明
治
二
十
］
年
二
月
二
十
四
日
長
崎
県
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
委
員
部
を
設
置
せ
し
を
創
と
し
明
治
二
十
七
〇
六
月
八
日
長
崎
県
麦
部
と
改
称
し
て
県
知
事
を
支
部
長
に
嘱
託
し
明
治
三
十
年
七
月
各
郡
市
に
委
員
部
を
各
町
村
に
分
区
を
設
け
委
員
長
を
郡
市
長
に
分
区
委
員
を
町
村
長
に
嘱
託
せ
り
」
と
云
っ
て
あ
る
。
明
治
二
十
一
年
の
委
員
部
設
置
は
明
治
十
九
年
、
日
本
政
府
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
加
盟
後
、
二
年
目
に
当
り
、
日
本
赤
十
字
社
の
創
立
さ
れ
た
明
治
二
十
年
の
翌
年
で
あ
る
。
　
次
に
看
護
婦
養
成
に
つ
い
て
一
言
す
れ
ば
、
赤
十
字
社
が
明
治
二
十
二
年
六
月
十
四
日
に
制
定
し
た
看
護
婦
養
成
規
則
の
主
旨
に
よ
り
、
長
崎
県
で
は
明
治
二
十
七
年
八
月
十
日
、
日
清
戦
争
の
開
始
と
共
に
本
社
の
憧
兵
主
義
に
基
き
、
負
傷
者
、
疾
病
者
看
護
の
た
め
、
看
護
婦
募
集
を
始
め
、
同
月
十
二
日
、
臨
時
速
成
看
護
婦
養
成
概
則
を
設
け
、
二
十
人
の
看
護
婦
を
養
成
し
た
。
そ
の
教
授
所
は
長
崎
病
院
で
、
同
院
医
員
原
口
謙
爾
、
田
村
画
輔
、
池
田
健
蔵
が
教
育
を
担
当
し
、
医
学
部
教
授
田
代
正
は
そ
の
監
督
に
当
っ
た
。
そ
し
て
赤
十
字
社
々
員
の
貴
婦
人
等
の
計
画
に
か
か
る
篤
志
看
護
婦
会
で
は
、
長
崎
市
大
村
町
商
人
集
会
所
で
毎
水
曜
日
に
看
護
上
の
方
法
等
を
研
究
、
談
話
し
て
い
た
が
、
こ
の
指
導
は
教
授
田
代
正
が
当
り
、
懇
切
な
そ
の
教
授
ぶ
り
は
当
時
絶
賛
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一538一
